
DNGL学生の研究紹介

１．南海トラフ地震に向けて

２．首都直下地震に向けて
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１．南海トラフ地震に向けた研究活動の紹介

ー糖尿病患者さんの防災のためにー
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災害発生

生活再建

避難生活備えの見直し

治療を受けながら家で暮らしている方が、
災害時に健康でいられるためには、

日頃からどんな工夫をしたらいいでしょうか？

どのような備えが必要でしょうか？



研究のきっかけ
高知県での南海トラフ地震発生の懸念

糖尿病患者さんの増加

糖尿病患者さんの特徴

研究のゴール
災害手帳の作成

糖尿病患者さんへの教育的かかわり

↓

災害や生活に対して自身で対応できるようになる



導入では・・・
写真や高知県の防災マップを使用し、

自分の身に起こる災害をイメージ、避難所の検討



災害手帳を使い、
自身の生活の振り返りや災害のための備えを考える







研究から明らかになったこと

作成した災害手帳や教育方法の有効性

役に立ちそう、新しい知識を得られた、活用したい

災害への意識
災害想定を知って感じたこと

心配事の有無と内容

備えの状態

今行っている備えの内容

備えていない理由

今後できそうな備え



今後の課題、取り組み

 教育方法の発展
 対象者
 自助－共助－公助
支援のあり方
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災害発生

生活再建

避難生活備えの見直し

災害時でも健康な生活を送れるように、
地域で支える、地域でそなえる



首都直下地震に向けた
研究活動の紹介
東京医科歯科大学大学院

濱舘陽子

dn140002@tmd.ac.jp



首都直下地震が発生したら・・・

東京都の被害想定

（東京都北部地震Ｍ7.3 冬の18時）

•死者数：約9.600人！

•負傷者数：約148.000人！

•帰宅困難者数：約5.200.000人！

•避難者数：約3.400.000人！

東京都．首都直下地震等による東京の被害想定、
http://www.bousai.metro.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page
_/001/000/401/assumption_h24outline.pdf
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首都直下地震が発生！

安心安全に過ごすためには？

どのような備えが必要でしょうか？

備えの見直し

生活再建

避難生活

災害発生



研究のきっかけ
• 首都直下地震発生への懸念

• 共助・自助力向上の必要性

• 多領域での連携の必要性

研究のゴール
• 企業の災害対策の現状を把握し、従業員の安心
安全を守るために看護ができることを考える

企業に注目！



•会社と従業員自身の自助力の向上が必要で
す！

•従業員とその家族の安心安全を確保するため、
安否確認方法を確認しましょう！

•災害対策を進めるのに、防災担当者は従業員
全員の協力を必要としています！１人１人が
災害対策に取り組みましょう！

研究結果からの提案



今後の取り組み・課題

•帰宅困難者、負傷者や避難者になることを
想定した１人１人の自助、共助力の向上を！

•産官学が連携協力した災害対策を！


